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論文内容の要旨
本論文の主な内容は，垂直層流型クリーンノトム内の気流性状の把握とクリーンルーム内の気流性状のう
ち，水平排気方式のクリーンルームにおける偏流現象に着目し，その予測・制御に関する研究である。
論文の構成は序論，総括の他に大きく 1 ， 2 篇に分かれ， 1 篇は 1-4 章， 2 篇は 1-3章で構成されて
いる。各篇，各章の内容は以下のようで、あるO
1 篇はまず，実験用クリーンルームの気流性状の把握に関するものであり，第 1 章では実物大実験用ク
リーンルームの建物及び設備の概要について詳しく述べている。
第 2 章では，実験用クリーンルームの給気紛塵濃度と室内設定風速の関係を調べるため，各設定風速に
おける定常時の給気粉塵濃度の理論値と実測値を比較・検討しているo
第 3 章では， 1 章で得た知見lと基づき，床チャンバー内の排気方式の違いによる垂直層詐占型クリーンル
ームの全体的気流性状と局部的気流性状を，可視化実験と風速及び乱れの強さの分布測定lとより考察して
いる。
第 4章では，クリーンルーム内に置かれたクリーンロポットを作動したときクリーンルーム気流性状と
粉塵濃度に及ぼす影響をロポット周辺の粉塵濃度及び風速の測定と可視化実験を通じて種々考察している。
2 篇では床チャンパー内水平排気方式の垂直層流型クリーンルームにおける偏流現象の把握と床面流量
分布に基づく偏流の予測・制御について述べている。
第 1 章では，偏流現象を誘発する決定要因として床面上下の差圧分布に基づく流量分布が考えられ，床
面流量分布と偏流の関係について実験用クリーンルームでの実測調査より考察を加えている。
第 2 章では， クリーンルームの床面流量分布を予測・制御するため集合管理論適用の妥当性を床面上下
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の差圧分布の理論値と模型実験での実測値と比較検討しているo
第 3 章では，模型実験により種々の床チャンバー内排気方式による床面上下の差圧分布の測定を行い集
合管理論の適用範囲の検討をしている。そして，実際のクリーンルームによく採用されている床チャンパ
ーの排気口が気流を急縮少し，床面流量分布に大きく影響し，複雑な偏流を起乙している乙とを確かめて
いる。
また，乙のような場合でも各床断面における床面上下の差圧分布の平均値を用いれば，集合管理論によ
って偏流の予測・制御がほぼ可能である乙とを実証している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，垂直層流型クリーンルームにおいて，作業面粉塵付着 lと大きく影響する気流性状の把握とそ
の制御を目的として，実物大実験用クリーンルームの気流分布の実測と模型実験による偏流制御の検討を
行なったもので，主な成果を要約すると次の通りである。
(1) 実験用クリーンルームの気流測定から，設定風速が室内粉塵濃度lζ影響する乙とを明示している。
(2) 床全面の通気抵抗が一様のとき，水平排気方式は垂直排気方式lζ比しかなりの偏流現象が生じてい
る乙と，また，床面の通気抵抗を増すと偏流をある程度防止できることを確かめている。
(3) 天井格子や照明器具の下流側で，風速の低下と乱れが著しい乙とを明らかにし，その形状に工夫を要
する乙とを示唆している。
(4) 作業用ロポット作動時，ロポットアームで発塵のある乙とを確認し，今後の改善の方向付けに寄与し
ている。
(5) 水平排気方式の偏流制御の検討から 集合管理論に基づく床面前後の差圧分布の予測法の妥当性を実
証している。
(6) 一般に用いられている急縮小型の床下排気口の場合 気流K直角方向の床面前後の差圧分布の平均を
用いて，集合管理論 lとより等流量となる床面関口度を設定し，簡便に偏流を防止する方法を提案し，気
流制御の改良を図っているo
以上のように，本論文は垂直層流型クリーンルームにおける気流性状に関する多くの知見を得ており，
建築環境工学，特に空気浄化設計の発展K寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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